
DMAT隊員として参加した
能登半島沖地震における災害支援

滋賀県診療放射線技師会

市立大津市民病院 今井修一



医療災害チーム
（DMATって？）

発災直後に活動開始

（４８時間以内）

専門的な研修・訓練された医療チーム

“一人でも多くの

命 を助けよう“



医師看護師 業務調整員 看護師

R6.1.3 能登半島地震第1隊目



DMATの役割

被災現場、避難所での医療

被災地域の病院支援（情報発信～病院避難）

医療搬送（救急車、広域：ドクターヘリ）

医療情報管理（ニーズの把握、指揮）



平成23年3月 東日本大震災
東北にて震度7の地震

平成25年9月 台風18号
滋賀県内で河川が氾濫

平成30月 大阪北部地震
大阪市にて震度6弱の地震

令和2年7月 熊本豪雨災害
熊本県を中心とした記録的な大雨

令和3年8月 新型コロナウイルス感染症
滋賀県見守りステーション

市立大津市民病院DMAT活動状況



能登半島沖地震での支援活動



2024年能登半島沖地震でのDMAT活動

期間 人数 活動場所、主な内容

第１班 1月3日
～1月7日

6名（医師、看護師、
放射線技師、事務職）

公立能登総合病院
（本部運営活動）

第２班 1月13日
～1月17日

7名（医師、看護師、
放射線技師）

石川県立中央病院
（本部運営活動、
患者搬送 ）

第３班 2月10日
～2月16日

2名（看護師、
放射線技師）

いしかわ総合スポーツセンター施
設避難者一時待機ステーション

（本部運営活動）



発災してから

日時

1月1日 16時10分 能登地方を震源とした最大震度７の地震発生

滋賀県内災害拠点病院のDMAT隊員については、出動に向けて自
動待機を行う。

病院集合（LINE) 緊急車両への機材搬入、勤務調整を行う。
17時50分 準備完了し、滋賀県からの出動要請を待つ。

1月3日 14時50分 滋賀県より出動要請（近畿隣接4府県への派遣要請）

16時00分 第1班が現地に向け病院を出発
緊急車両（災害対応車両、救急車）

（だれが集まれるか）連絡手段
（なにが、どこに）備蓄、備品管理



車両への機材積み込み



→ 普段から物品保管場所の共有

だれが参集できるか分からない

場所の共有

欠品はないか

→消耗品補充

すぐ使えるか

→充電



状況に応じた物品の準備

ポータブル電源

スマホ連絡手段等の充電

ガソリン携行缶

給油の制限

簡易トイレ



活動した病院の状況 公立能登病院(災害拠点病院)

貯水タンク損壊 断水のため雨水
で確保

・通路のつなぎ目に段差
・天井崩落



1月4日（活動開始） 発災から60時間経過



公立能登総合病院（本部運営活動）
＜発生4日目 1月4日＞
DMATの指揮管理を担当
（統括DMAT医師）

・現場からの情報を基に

医療が不足している地域を把握

・DMATの行き先の調整や管理

・現地の情報全容がつかめない

・電波が不安定→隊の安否不明

・道路地割れ、迂回

→派遣先まで時間を要する



DMAT隊員の指揮管理
30隊～50隊/日DMAT参集
東北～関東～中部～近畿

活動最終日1/6（6日目）には
150隊600名ほどが能登半島
で活動



DMAT隊員の指揮管理

輪島 珠洲

派遣先までの
交通状況を共有



各地域のDMAT隊が
能登総合病院へ参集

DMAT隊員を派遣
＜被害の多い地域＞

穴水

能登町

輪島

珠洲

本部運営活動（DMAT隊員の指揮管理）



能登半島周辺の道の状況
道路の被害が大きい

地割れ、橋桁段差

道の迂回

（舗装されていない農道を通
る場合も）

七尾 ～ 能登町までの移
動だけで5時間以上
（通常1時間程）

夜間移動が危険



患者を診療上安全な地域へ重篤な患者避難

被災地域外に患者を搬送する
ことを目指した



公立能登総合病院（本部運営活動）

読売新聞2024/2/10（土）記事転載



課題



EMIS:広域災害救急医療情報システム

通信インフラの強化

情報収集にあたる



通信インフラの強化
現在の衛星電話では、データ通信はほぼ不可

Starlink（スペースX社）の導入が今後は不可欠

KDDIホームページより引用：https://biz.kddi.com/solution/starlink/



通信インフラの強化

現在では維持費が高く、（安く見積もって 60万円以上/年）
災害拠点病院の予算で配備するには

金銭的負担が大きい・・・。

KDDIホームページより引用：https://biz.kddi.com/solution/starlink/



ご清聴ありがとうございました


